
全国における子どもの貧困の現状と背景

▽子どもの貧困率　18歳未満の子どもで 13.9％
▽ひとり親世帯での貧困率　50.8%
▽生活保護世帯の子どもの高等学校等進学率　93.6％

（全体 99.0％）

（平成28年度「国民生活基礎調査」、平成 29年４月厚生労働省調査より）

　
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
今
、
市
内

で
も
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
づ
く
り
や
環
境
整
備

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
現
代
の
貧
困
に
つ
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
繰
り
返
し
出
て

く
る
「
子
ど
も
の
貧
困
率
13
・
９
％
、
お
よ
そ
７
人
に
１
人
」
と
い

う
数
字
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
方

で
、「
う
ち
の
地
域
に
は
貧
困
状
態
の
子
ど
も
は
い
な
い
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
は
、
２
種
類

あ
り
ま
す
。
食
べ
物
や
着
る
物
に
困

る
生
活
を
強
い
ら
れ
る
「
絶
対
的
貧

困
」、
そ
し
て
世
帯
の
手
取
り
収
入
額

が
全
世
帯
の
中
央
値
の
半
分
以
下
（
約

１
２
２
万
円
以
下
）
の
水
準
で
生
活
し

て
い
る
「
相
対
的
貧
困
」
で
す
。

　
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
は
、
友
達
関
係
が
疎そ

え
ん遠

に
な
る
よ
う

な
「
関
係
性
の
貧
困
」
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
が
制
限
さ
れ
る
と
い
っ
た
「
機

会
の
貧
困
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
の
子
ど
も
た

ち
が
置
か
れ
て
い
る
社
会

が
、
塾
も
ス
ポ
ー
ツ
も
友
人

関
係
で
さ
え
も
、
お
金
の
有

新旭子ども食堂

　新旭住民福祉協議会が運営委員会を組織して
平成 29年 12月に開設しました。毎月第２土
曜日（12時～ 15 時）に杉の木会館で開催し
ています。
　毎回 20人ほどのスタッフで約 70人の参加
者を受け入れ、カレーを中心に焼き芋やパン
ケーキなど工夫を凝らしたおやつを提供してい
ます。
　子ども食堂が他
地域にも広がるよ
う思いを込めて活
動しています。

新旭駅前ふれあい食堂

　「ごはん」を通して地域ぐるみで子どもを見
守り育てていくこと、また食堂をきっかけにさ
まざまな世代がつながり、困っている人を放っ
ておかない、あたたかいまなざしがあふれる地
域づくりを目指して、平成 30年６月に実行委
員会を立ち上げました。毎月第４日曜日（12
時～ 15時）に、新旭駅西ショッピングセンター
エスパで開催しています。
　子どものみなら
ず、地域の高齢者
も多く参加されて
いて、毎回約 100
人の参加者でにぎ
わっています。

安曇川ふれあい子ども食堂

　安曇川住民福祉ネットワークが中心となり、
平成 30年３月に開設し、更生保護女性会、民
生委員、個人ボランティアなどで運営していま
す。毎月第３土曜日（11 時～ 14 時）に、安
曇川公民館で開催しています。子どもやお年寄
り、家族連れたち約 80人が集まり、楽しく交
流しています。
　将棋・オセロ・折
紙など用意してい
ます。地域のふれ
あいの居場所とな
るよう活動してい
ます。

児童育成支援の会セカンドホーム未来

　「子どもを支える力を集めたい」という保護
者の声をきっかけに、教育行政・学童・学校関
係者と保護者が発起人となり、区・学校・青少
年育成・福祉・健康などの団体・関係者、個人
が呼びかけに賛同し、平成 30年６月にスター
トしました。毎月第４土曜日（12時～ 15時）
に、今津あいあいタウン地域交流センターで開
催しています。
　「生きづらさを
感じている児童や
青年を支え、さま
ざまな人が出会い
学び合う場」を目
指しています。

　

市
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
生
活

困こ
ん
き
ゅ
う窮

状
態
に
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
と
保
護
者
を

対
象
に
、
学
習
支
援
や
生
活
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
」

が
中
心
と
な
り
、
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
や
企
業
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
た
居
場
所
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
県
内
で
広
が
っ
て
い
る
「
子
ど

も
食
堂
」。
食
事
を
通
し
た
垣
根
の
な

い
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
見
守
り
、
育
み
、
地
域
ぐ
る

み
で
大
切
に
す
る
取
り
組
み
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
地
域
で
薄
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の

つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
地
域

で
の
孤
立
を
な
く
し
『
子
ど
も
の
困
窮

の
予
防
と
早
期
発
見
を
目
指
す
』、
こ

れ
が
子
ど
も
食
堂
に
期
待
さ
れ
て
い
る

役
割
で
す
。

　

９
月
末
時
点
で
県
内
に
１
０
２
か

所
、
市
内
で
も
住
民
福
祉
協
議
会
や
地

域
住
民
の
有
志
な
ど
を
中
心
に
７
か
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
実
施

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
と
し
た
居

場
所
づ
く
り
や
、
子
ど
も
の
居
場
所
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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会
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無
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
経
済

的
事
情
に
左
右
さ
れ
な
い
人
間
関
係
づ

く
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
居

場
所
が
必
要
な
の
で
す
。

　
市
で
は
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
『
地

域
の
宝
』
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
貧
困
状
態

に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
官
民
が
連
携
し
た
必
要
な
環
境
整

備
や
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と

が
、極
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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